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1. 戸籍に準じた氏名を記載すること。 

 
2. 卒業論文は、表紙（以下参照）、目次、序論、方法、結果（図表を含む）、考察、引用論

文、謝辞などからなること。ただし、詳細な形式については指導教員の指示に従うこと。 
 
3. 卒業論文は法人文書として保存されるため、Word など電子媒体で保存可能な形式で作

成すること。文字の大きさは 11 ポイント以上を使用すること。 
 
4. 生命倫理・安全対策等に係る審査委員会（徳島大学病院生命科学・医学系研究倫理審査

委員会、徳島大学大学院医歯薬学研究部倫理委員会、遺伝子組換え実験安全管理委員会、

病原体等安全管理委員会、動物実験委員会等）の承認を得ている場合はその旨を簡潔に

記載すること。 
 
5. 卒業論文は提出前に、指導教員及び共同研究者に内容の点検を受けるとともに、剽窃防

止ソフトによるチェックを行うこと。 
 

6. 卒業論文要旨及び卒業論文を電子媒体に保存し、指導教員に提出すること。指導教員は、

提出された卒業論文を責任をもって６年間保存すること。 
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○ 学 科 
 
徳 島 太 郎 

 
 
 
 
 




